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「支
子
文
庫
本
勅
撰
和
歌
集
抄
出
注
」

に

つ
い
て

山

田

洋

嗣

九
州
大
学
附
属
図
書
館
支
子
文
庫

に

「後
拾
遺
集

抄
書
」
と

い
う

一
書
を

蔵
す

る
が
、

そ
の
内
容

は
実

は
後
拾
遺
集
か
ら
千
載
集

に
い
た
る
勅
撰
和
歌
集

か
ら
和
歌
を
抄
出
し

て
注
釈
を
施
し
た
書

で
あ

っ
て
、
必
ず
し
も
注
釈
史

に
恵

ま
れ

て
い
る
と
は

い
い
が
た

い
こ
の
期

の
勅
撰
集

の
注
と
し

て
注
意
さ
れ
る
。

本
書
は
か

つ
て
報
告
さ
れ
た

こ
と
が
な

い
よ
う

で
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
分
析

を

通
し

て
和
歌

の
注
釈
や
享
受

の
問
題

の

一
端

を
う
か
が
う

こ
と
も
で
き
そ
う
に

思
わ
れ
る

の
で
、
紹

介
を
兼

ね

て
そ

の
性
格

の
基
礎
的

な
考
察
を
試

み
、
大
方

の
教

示
を
得
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
全
体

の
翻
刻
と
解
題

は
近
く
別

の
機
会

に

行

い
た
い
。
参

照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

で
あ

る
。

な
お
、
標
題

の

「支
子
文
庫
本
勅
撰
和
歌
集
抄
出
注
」

は
私

に
付
し
た
仮
題

で
あ
る
。
九
州
大
学
附
属
図
書
館

で
は
前
記
書
名

で
登
録

さ
れ

て
い
る
が
、

こ

れ
は
、
最
初

の
端
作

り
を
書
名
と
誤
認
し
、
さ
ら

に

「
抄
出
」
を

「抄
書

」
と

誤

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
本
来

の
書
名
が
失
わ
れ

て
い
る
う
え
、
内
容

か
ら

し

て
こ
の
書
名
も
適
当
と

は
い
え
な

い
の
で
、
僧
越

だ
が

で
き
る
だ
け
内
容

が

知
ら
れ
る

よ
う
な
名
称

で
仮
称
す
る

こ
と

に
し
た
。

本
書

は
、

函
架
番
号
、

「支
子
文
庫
/

9
1
1

コ
ー

2
3
/

1
」
、
江
戸
後
期

の
書

写
に
か
か
る
楮
紙
袋
綴

一
冊
本
。
外
題
な
く
、
本
文
冒
頭

(端
作

り
)

に

「後
拾
遺
集

抄
出
」
と
あ

っ
て
、
順

に
、
後
拾
遺
集
抄
出

・
金
葉
集
抄
出

・

詞
花
集
抄
出

・
千
載
集
抄
出

(巻

一
八
ま

で
)

の
四
部

か
ら
な
る
。
今

の
と
こ

ろ
他

の
伝
本

は
報
告
さ
れ

て
お
ら
ず
、
孤
本

と
み
て
よ
い
。

な
お
、
本
書

が
原

本

で
は
な
く
、
転

写
本

で
あ

る

こ
と

は
い
く

つ
か

の
徴
証

か
ら
明
ら

か

で
あ

る
。
し
か
も
、
そ

の
あ
る
段

階

で
は
校
合

に
用

い
る
こ
と
が

で
き

る
二
冊
以
上

の
伝
本
が
あ

っ
た

こ
と
も
知

ら
れ
、

あ
る
程
度

の
流
布
を
想
定

で
き

る
。
成
立

は
、
宗
祇

の
引

用
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
限
は
室
町
末
期
以
降
、
下
限
は

=

書

写
時
期

で
あ
る
江
戸
後
期
頃
ま

で
だ
が
、
お
そ
ら
く
江
戸
期

の
成
立

と
み

て

よ
く
、
中
期
頃

に
ま
と
め

ら
れ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
書
誌
的
な
詳
細
そ

の

他

に

つ
い
て
は
別
稿

に
ゆ
ず

り
、

こ
こ
で
は
内
容
、
伝
来

に
関
わ
る
二
、

三

の

事
象
を

み
て
お
き
た

い
。

本
書

は
三
代
集
と
新
古
今
集
を
欠
き
、
そ

の
間

の
み
を
対
象

と
す
る
と
い
う
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特
異
な
形
態

で
も
あ
り
、
ま
た
残
欠
本
と
み
ら
れ
る

の
で
、

こ
れ
が
原
初
的

な

形

で
あ
る

の
か
ど
う
か
考
察
し

て
お
く
必
要
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。

巻
頭
巻
末
各

一
葉
を
掲
げ
る

(歌
頭

の
数
字
は
本

書

の
和
歌

の
通
し
番
号
。

以
下
同
。

」
と

ア
ラ
ビ

ア
数
字
お
よ
び
、
オ

・
ウ

の
記
号

で
丁
を
表

示
し
た
。

い
ず
れ
も
私
付
)
。

「
三
五
六

後
拾
遺

集

抄
出

春
寄

正
月

一
日
よ
み
侍

け
る

小
大
君

い
か
に
ね

て
お
く
る
朝

に
い
ふ
こ
と

そ
昨

日
を
去
年
と

け
ふ
を

こ
と
し

と

此
集

は
三
代
集

の

つ
き
也

三
代
集

は
古
今
後
撰

拾
遺
也
是

は
作
者

の
よ
み
や
う
秘
事
也

こ
お

ほ
き

み

と
よ
む
也

い
か
に
ね
て
お
く

る
あ
し
た
な
れ

は

一
夜

の

ほ
と
を
去
年
と

い
ひ
こ
と
し
と

い
ふ
そ
と
也

い
か

に
と
は

物
を

ふ
し
ん
す

る
詞
也

い
ふ

こ
と

ゝ
は
事
也

こ
と
葉

に
て
は
な
し

紫
式

部

」

1
オ

誹
譜
寄

旅

の
恋

俊
頼

し
た
ひ
く
る
恋

の
奴

の
た
ひ
に
て
も
身

の
く
せ
な
れ
や
夕
と

ゝ
う
き

は

恋

の
や

つ
こ
と
は
恋

に
せ
め

つ
か

は
る

ゝ
や
う
に
く

る
し
き
事

也
(墨

滅
)

を
い
ふ
也
此
夕
と

ゝ
う
き

は
む
ね

の
さ
は
く
事

・
を
い
ふ
也

む
ね

の
さ

は
く
事

は
身

の
く
せ
と
な
り

て
た

ひ
に
て
も

毫
七

夕
と

ゝ
ろ
き

の
す

る
と
也
し
た

ひ
く

る
と
は
旅
行
ま

て

恋

の
は
な
れ
す

つ
よ
く
思

ひ
を
す

る
心
也
や

つ
こ
と
は

下
人
を

い
ふ

。
也
人

の
下
人

は
せ
め

つ
か
は
る

ゝ
物
な
れ
は

恋

に
せ
め

つ
か

は
る
ゝ
事

に
た
と

へ
て
い
ふ
也

け
ふ
も
又
む
ま

の
貝

こ
そ
吹

つ
な
れ

ひ

つ
ち

の
あ
ゆ
み
ち
か

つ
き
ぬ
ら

ん

」

87
ウ

巻
頭

は
、
後
拾
遺
集
か
ら

は
じ
ま

る
の
で
、
三
代
集

の
部
分

を
脱

し
て
い
る

と
も
考

え
ら
れ
る

の
だ
が
、
冒
頭

に

「
此
集

は
三
代
集

の

つ
き
也

三
代
集

は
古

今
後
撰
拾
遺
也
」
と
あ
る
文
言
は
、
前

に
三
代
集

が
あ
れ
ば
必
要
と

し
な

い
で

あ

ろ
う
か
ら
、

一
応

こ
の
部
分
が
本
来

の
冒
頭

で
も
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

一
方
、
巻
末
は
千
載

集

の
巻

一
八
の
殆

ど
最
後

の
部
分

ま
で
あ

っ
て
、
以
下
を

欠
く
が
、
そ

の
最
末

尾
は
上
記

の
よ
う
に
そ
の
丁
の
最
終
行

に
和
歌

の
み
が
記

さ
れ

て
終
り
、
注

が
な

い
。
従

っ
て
、

こ
の
後

に
は
欠
脱

が
あ

る
よ
う
だ
。

こ

れ
以
前

の
集

が
す

べ
て
全
巻

に
わ
た

っ
て
注

さ
れ

て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
み

て
、

お
そ
ら
く
巻

一
九
、
巻

二
○

(釈
教
、
神
祇
)
も
存
し
た
も

の
と
考
え

て
よ

い

で
あ
ろ
う
。

そ
の
後

に
新
古
今
集

の
注
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
現
状

で
は
判
断

で
き

な
い
が
、

三
代
集
を
除

い
た
注
釈
と
考
え

て
よ

い
と
す
れ
ば
、

注
釈

の
多

い
集

は
お
い
て
注
釈

の
少
な

い
集

に
注
付
す
る
と

い

っ
た
よ
う
な
、
著
者

の
何

ら
か

の
特
別
な
意
識
を

み
る

こ
と
が

で
き
る

で
あ
ろ
う
か
ら
、
新
古
今
集

を
含

め
な

い
で
考
え

る
の
が
よ

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
本
書

は
、
後
拾
遺
集

か
ら
千
載
集

ま
で
の
院
政
期

の
勅
撰
集

の
み
を
、
集
を
基
本
的
単
位

と
し
て
意
識

し
、
注
釈
す

る
書
と
考
え

ら
れ
る
。
な
ぜ
そ
う
し
た
対
象

へ
の
興
味

や
必
要

が
う
ま
れ

た
の
か
と

い
う

こ

と
と
あ
わ
せ
、
注
意

す

べ
き
も

の
と

み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
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本
書
が
注
釈
す
る
の
は
三
五
七
首
。
勅
撰
集
別
に
新
編
国
歌
大
観
番
号
で
示

す
。
集
名
下
は
集
ご
と
の
総
歌
数
で
あ
る
。

[表

1
]

後

拾

遺

集

(
一
三

二
首

)

一

・

一
〇

・

一

一

・

一
六

・
二

〇

・
四

三

・
四

八

・
五

〇

・
五

三

・
八

二

・

八

三

・
九

一

・
九

二

・
九

四

・
九

六

・

一
○

九

・

一
二

○

・

一
二

二

・

一
二

八

・

一
三

〇

・

一
四

九

・

一
五

三

・

一
六

三

・

一
六

七

・

一
六

九

・

一
七

〇

・

一
七

五

・

一
八
九

・

一
九

○

・

一
九

二

・

一
九

六

・
二
○

四

・
二

一
○

・
二

一

二

・
二

一
九

・
二

三

一
・
二

一二
四

・
二

三
六

・
二
五

三

・
二
六

五

・
二

六

七

・

二
七

八

・
二

八

一

・
二
八

五

・
二
九

六

・
三
〇

四

二

二
〇

八

・
三

=

一丁

三

二

三

・
三

三

三

・
三

三
六

・
三
五

二

・
三
六

五

・
三

六

九

・
三

七

一

・
三

八

二

・

三
八

五

・
三
九

〇

・
四

一
四

・
四

四
八

・
四
五

〇

・
四

六

七

・
四

八

八

・
四

九

五

・
五

〇

六

・
五

=

・
五

一
五

・
五

一
八

・
五

一
九

・
五

四

四

・
五

六

八

・

五

七

五

・
五

八

三

・
六

一
二

・
六

一
八

・
六

二

六

・
六

四

三

・
六

五

一
・
六

五

九

・
六

六

一

・
六

六

九

・
六

七

一
・
六

七

二

・
六

七

六

・
六

八

〇

・
六

八

五

・

六

九

一

・
七

〇

六

・
七

〇

九

・
七

一
四

・
七

二

〇

・
七

五

○

・
七
六

三

・
七

七

○

・
七

九

七

・
八

○

一
・
八

一
五

・
八

一
八

・
△

二

・
八

三

一

・
八

四
〇

・

八

六

〇

・
九

三

九

・
九

五

一
・
九

六

二

・
九

七

八

・
九

八

二

・

一
〇

一
五

・

一

〇

一
七

∴

〇

二

二

・

一
〇

五

丁

一
〇
五

二

∴

〇

五

三

・

一
〇

六

二

∴

〇

六

三

・

一
〇

六
八

・

一
〇

七

一

・

一
〇

八

四

・

=

四
九

・

一

一
五

〇

・

一

一
五

四

・

一

一
五
九

・

二

六

〇

・

=

六

一

・

=

七

二

・

=

七

三

∴

一
七

六

・

}

7
七
レ
し
・

一

一
九

八

・

一
二
〇

三

・

一
二

一
七

・

一
二

嚇
八

金

葉

集

[再

奏

本

]

(五

八

首

)

一

・

一
五

・
五

○

・
五

五

・
九

二

・

一

=

一丁

一
二
九

・

一
三

二

・

=

二

三

・

一
五

四

・

一
六

八

・

一
七

三

・

一
九
七

・

一
九

五

・
二

一
七

・
二

一
二

・

二

二

九

・
二

三

三

・
二

三

九

・
二

四

三

・
二
六

〇

・
二
六

七

・
二
七

〇

・
二
七

三

・
二

八

一
・
二

八

二

・
二

八
六

・
三

三

三

・
三

三

四

土

一西

一

・
三

五

三

・

三

七

一
・
四

一
二

・
四

一
六

・
四

二

一

・
四

二
九

・
四
三

二

・
四

四

四

・
四

六

九

・
四
七

九

・
四
八

〇

・
四
九

一

・
四
九

二

・
四

九

三

・
四

九

五

・
五

〇

七

・

五
○

八

・
五

〇

九

・
五

一
四

・
五

二

一

・
五

五

○

・
五

五

四

・
五

六

五

・
五
七

五

・
六

一
七

う
六

二

〇

・
六

二
五

・
六

四

四

詞

花

集

(六

二
首

)

一

・
三

・
五

・
二

二

・
二

四

・
二
九

。
四
八

・
五

二

・
五

四

・
六

六

・
八

〇

・
八

三

・

一
〇

七

・

二

〇

・

二

三

∴

二

二

・

二

一二

・

一
四
〇

・

一

四

一

二

四

四

二

四
五

・

一
五

二

∴

六

○

∴

六

二

二

七

〇

∴

七

一
・

一
七

四

・

一
七

七

・

一
七

八

・

一
八

六

二

八

七

・

一
八

八

・
二

〇

〇

・

二

〇

五

・
二

〇
六

・
二

=

・
.
二

八

・
二

二
五

・
二

二

九

・
二

三

〇

・
二

三

三

・
二

三
六

・
二
五

三

・
二
六

三

・
、
一七

〇

・
二
七

四

・
二

七

八

・
二

九

七

・

三

一
六

・
三

二

二

・
三

二
八

・
三
一二
四

・
三

四

一
・
三

四

七

・
三

五

六

・
三

七

二

・
三
六

六

・
三

七

三

・
三
七

八

・
三

八

二

・
四

〇

六

・
四

一
五

千
載

集

(
一
〇

五

首

)

一

・
八

・
二
○

・
三

一
・
三

八

・
六

二

・
六

九

・
七

六

・
八

六

・
九

七

・

一

〇

九

・

一

一
九

・

一
二

一

・

一
四
六

・

一
六

一
・

一
七

八

・

一
八

三

・

一
九

八

・
二

〇

〇

・
二

〇

三

・
二

二

四

・
二

皿二
〇

・
.
一四
〇

・
二

四
七

・
、
一五

九

・

二

六

五

・
二

六

七

・
二

八

一
・
.
一八

五

・
二

八
六

・
二
九

九

・
三

〇

一

・
三

〇

二

・
三

〇

三

・
三
〇

四

・
三

〇

八

・
三

二
七

・
三
三

一
丁

三
五

六

・
三

六

五

・
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三
八
九

・
三
九
四

・
三
九
八

・
四
〇
○

・
四
〇

一
・
四

一
〇

・
四
二
〇

.
四
二

三

・
四
七
九

・
五
〇
〇

・
五
五
四

・
六
〇
四

・
六
〇
五

・
六

一
八

・
六

二
二

.

六
.
一六

・
六
四

一
・
六
四
六

・
六

五

一
・
六
七

四

・
七
〇

三

・
七
〇

四

・
七
〇

八

・
七

一
六

・
七
四
九

・
七
六
〇

・
七

六
六

・
七
七
九

・
七
八

四

・
七
八
九

.

七
九
九

・
七
九
五

・
八
〇
二

・
八
〇
四

・
八
〇
五

・
八
〇
七

・
八

一
六

・
八

一

八

・
八

二
二

・
八
四
七

・
八
四
八

・
八
八
六

・
九

〇
八

・
九

二
九

・
九

三
六

.

九
五

一
・
九
五
六

・
九
六

一
・
九
六
四

・
九
七

○

・
九
八
八

・
九
八
九

・
九
九

七

∴

〇

一
七

・

一
〇
二
五

・

一
〇
三
五

・

一
○
三
九

・
一
〇

四
二

・
一
〇
六

五

・

一
〇
六
七

・

一
一
三
七

・

=

五

一
・

一
一
六
六

・
二

九

二

・
一
二
〇

〇

こ
れ
ら

の
和
歌
か
ら
本

書

の
性
格

の

一
端

を
推

測

で
き

る
よ
う
で
あ

る
。
主

と
し

て
形
態
的
な
面
か
ら
、

こ
れ
ら
が
各
勅
撰
集

の
中

か
ら
ど
の
よ
う
に
採

り

出
さ
れ
た
か
を
さ
ぐ

っ
て
み
よ
う
。

そ
の
勅
撰
集
別

の
分
布
を

三

つ
の
表

に
ま

と
め
た
。

口表

2
]
は
各
集

に
お
け
る
歌
数
を
示
す

(括
弧
内

は
そ
の
集

の
新
編

国
歌
大
観

本
に
よ
る
総
歌
数

と
本
注
釈

の
採
歌
百
分
率
)
。

[表

3
]

は
各
集

の

部
立

ご
と

の
歌
数

(集
名
下

の
数

は
そ
の
集

の
本
書

の
採
歌
数
、
丸
入
り
数
字

は
巻
次
、
部
立

の
下

は
本
書

の
採
歌
数
)
、

[表

4
]

は
各
集
を
通
算
し
た
本
書

の
部
立

別
の
歌
数

(括
弧
内

は
本
注
釈

の
総
歌
数

の
百
分
率
)

で
あ

る
。

[表

2
]

後
拾

遺
集

一
三

二
首

二

二

一
八
首

一
〇

・
八
%
)

金
葉
集

五
八

首

(六
六

五
首

八

・
七
%
)

詞
花
集

六
二
首

(四

一
五
首

一
四

・
九

%
)

千
載
集

一
〇
五
首

(
一
二
八
八
首

八

・
二
%
)
/
同
巻

一
八
ま

で

一
〇
五
首

二

二
C

一

八

.
七
%
)

[表

3
]

後
拾
遺
集

(
=
二
二
首
)

①
春
上

18

②
春
下

5

③
夏

14

④

秋
上
13

⑤

秋
下

5

⑥
冬

4

⑦
賀

2

⑧
別

3

⑨
羅
旅

5

⑩
哀
傷
4

⑪

恋

一
7

⑫
恋

二
10

⑬
恋

三
3

⑭
恋

四
7

⑮
雑

一
2

⑯
雑
二
3

⑰
雑

三
5

⑱
雑

四
8

⑲
雑

五
4

⑳
雑
六

20

金
葉
集

(五
八
首
)

①
春

5

②
夏

5

③
秋

10

④
冬
7

⑤

賀
1

⑥

別
2

⑦
恋
上

4

⑧

恋
下

15

⑨
雑
上

5

⑩
雑
下
4

詞
花
集

(六

二
首
)

①
春

7

②
夏
4

③
秋

6

④
冬
6

⑤

賀
3

⑥

別
4

⑦
恋
上

10

⑧

恋
下

5

⑨
雑
上

9

⑩
雑
下
8

千
載
集

(
一
○
五
)

①
春
上

8

②
春
下
5

③
夏
8

④
秋
上

11

⑤
秋
下

8

⑥
冬

8

⑦
別

1

⑧
旅

1

⑨
哀
傷
3

⑩
賀
3

⑪
恋

一
5

⑫
恋

二
7

⑬
恋

三
11

⑭
恋

四
3

⑮
恋

五

5

⑯
雑
上

11

⑰
雑
中

4

⑱
雑
下

3

(以
下
欠

⑲
釈
教

⑳
神
祇
)

[表
4
]

春

四
八
首

(
;

丁

四
%
)

夏

=
二

首

(八

・
七
%
)

秋

五
三

首

(
一
四

・
八
%
)

冬

二
五
首

(七

・
○
%
)

恋

九

二
首

(二

五

・
八
%
)

雑

七
六
首

(
一・
二

・
三
%
)

賀

九
首

(
二

・
五
%
)

哀

傷

七
首

(
二

・
○
%
)

別

一
〇
首

(
二

・
八
%
)

旅

六
首

(
一
・
七

%
)
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以
上

に
よ
れ
ば
、
集

に
よ

る
偏
り

は
殆
ど
み
ら
れ
ず
、
平
均
的

に
注
を
施

し

て
い
る
と

い

っ
て
よ

い
。
さ
ら

に
、
[表
2
]

で
知

ら
れ
る
よ
う
に
、
す

べ
て
の

集

の
す

べ
て
の
巻

に
わ
た

っ
て
平
均
的

に
注
釈
す

る
こ
と

へ
の
配
慮
が
う
か
が

わ
れ

る
。

こ
の
こ
と
は
本
注
釈

の
性
格

を
考

え
る

て
が
か

り
に
な

る
で
あ
ろ

う
。
同
じ

こ
と
は

[表

4
]

か
ら
も

い
え
る
。
各
集
を
通
算
し
た
本
書

の
部
立

別

の
歌
数

も
大

き
な
偏

り
が
な
く
、
全
体
も

ま
た
歌
数

に
お

い
て
ひ
と

つ
の
勅

撰
集
的

バ
ラ

ン
ス
を
保

っ
て
い
る
か

に
み
え

る
。

こ
れ
は
、
後

に
ふ
れ
る
本
書

に
必
ず

し
も
注
を
必
要
と
し
な

い
平
明
な
和
歌
が
多
く
み
ら
れ
る

こ
と
と
あ
わ

せ
、
難
解
な
和
歌

へ
の
注
よ
り
も
、
各
勅
撰
集

を
読

み
解

き
な
が
ら
、

そ
の
集

の
世
界
を
平
易

に
享
受
者

の
前

に
示
す

こ
と
が
目
標

に
な

っ
て
い
る
か

の
感
を

与
え

る
。

[表

1
]
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
歌
順

は
各
勅
撰
集

で
の
順

が
よ
く
保
存

さ
れ

て
お
り
、
作
者
表

記
や
そ
の
誤
記

が
原
勅
撰
集
を
見

て
い
る
こ
と

に
由
来

す
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
対
象

の
和
歌
を

そ
れ

ぞ
れ

の
集
か
ら
直
接
抜
粋
し

て

い
る

の
は
明
ら
か
で
あ

る
。
す

な
わ
ち
、
百
人

一
首
や
九
代
抄

の
よ
う
な
何
ら

か

の
基

準

で
抄
出

し
て
あ

っ
た
も

の
に
対
し

て
付
さ
れ
た
注
釈

で
は
な
い

で
あ

ろ
う
。

し
た
が

っ
て
勅
撰
集
か

ら
対
象
と
な
る
和
歌
を
抄
出
し

つ
つ
、
注

を
付

し

て
い
く

(
あ
る
い
は
対
象
と
な
る
和
歌
を
抜
き
出
し
た
う
え

で
注
付
す

る
)

と
い
う
、
抄
出
と
注
付

の
同
時
的
な
作
業
過
程
が
想
像
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
既

に
撰
歌
さ
れ
た
も

の
に
対
す
る
注

で
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

注
釈
す

る
和
歌

の
採
択

に
秀
歌
撰
と

の
関
係

、
特

に
百
人

一
首

と
の
関
係

の
深

さ
が
う
か
が
わ
れ
る

こ
と
も
本
書

の
特

徴

の
ひ
と

つ
で
あ

る
。
百
人

一
首
と

の

関
係
を

み
る
と
、
後
拾
遺

集
か
ら
千
載
集

ま
で
に
は
三
九
首

の
百
人

一
首
歌

が

あ
る
が
、

こ
の
う
ち
三
七
首

を
本
書

は
注
釈

し

て
い
る
。
勅
撰

に
入
集
が
少
な

い
歌
人
、
義
孝

・
小
式
部
内
侍

・
道
雅

・
皇
嘉
門
院
別
当

・
兼
昌

・
祐
子
内
親

王
家
紀
伊

・
三
条
院
な
ど
が

そ
ろ

っ
て
採
ら
れ

て
い
る

の
は
、
百
人

一
首

を
意

識
し

て
の
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。
ま

た
少
な

い
勅

撰
入
集
歌

の
な

か
か
ら
義

孝

・
兼
昌
が
三
首
を
採
ら
れ

て
い
る
の
は
、
百
人

一
首
歌
人

で
あ

る
か
ら

で
あ

ろ
う
。
百
人

一
首
歌

と
そ
の
歌
人

を
採

り
上
げ

る
配
慮
を
し

て
い
る
よ
う

に
思

わ
れ
る

の
で
あ
る
○
能
因

と
基
俊
歌
が
採
ら
れ

て
い
な

い
が
、

そ
の
理
由
は
わ

か
ら
な
い
。
作
者

に

つ
い
て
は
な
お
後
述
す

る
。

そ
の
他
、
詠
歌
大
概

の
秀
歌
体
大
略

に
は
二
○
首

の
後
拾
遺

・
千
載
歌

が
あ

る
が
、

こ
れ

ら
は
す

べ
て
採
ら
れ

て
い
る
、
近
代
秀
歌

遣
送
本

(近
代
六
歌
仙

経
信

・
俊
頼

・
基
俊
な
ど
)
と
は

一
八
首

の
う
ち

一
三
首

が
重

な
る

(七

二

%
)
、
近
代
秀
歌
自
筆
本

(八
代
集
秀
歌
)
と
は

一
九
首

の
う
ち

一
六
首

が
重
な

る

(
八
四
%
)
、
古
来
風
躰
抄
と

の
重
な
り
は
少
な
い
、
な

ど
の
諸
点
が
指
摘

で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書

は
秀
歌
撰

あ
る
い
は
歌
仙
秀
歌
撰
的
な
も

の
を
含
み

こ
ん

で
い
る
と

い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

三

 

本
書

に
注
釈

さ
れ

る
和
歌

の
作
者

は
、
詠
人
不
知
を
除

い
て

一
四
九
名

で
あ

る
。

そ
れ
を
五
十
音
順

に
整
理
す
る
と

[表
5
]

の
よ
う
に
な
る
。
作
者
名

に

付

し
た
数
字

は
採
歌
数

で
あ

る
。

[表

5
]

図

赤
染
衛
門
6

・
安
芸

(
待
賢
門
院
)

1

・
顕
季

3

・
顕
輔

4

・
顕
綱

1

・

家
隆

1

・
和
泉
式
部
13

・
出

雲

(
前
斎
院
)

1

・
伊
勢
大
輔

4

・
一
条
院

1

・

出
羽
弁

1

・
恵
慶
4

・
越
後

(
前
中
宮
)

1

因

懐
寿
1

・
加
賀

(
待
賢

門
院
)

1

・
花
山
院

3

・
兼
明

1

・
兼
実

1

・
兼
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澄

2

・
兼

久

1

・
兼

房

1

・
兼

昌

3

・
兼

盛

3

・
紀

伊

1

・
教

円

1

.
慶

遙

1

・
行

尊

1

・
清

輔

4

・
公

実

6

・
公

任

3

・
公

資

1

・
国

信

1

・
国

基

1

.

国

行

1

・
小

大

君

2

・
後

三

条

院

1

・
小

式

部

内

侍

1

・
小

大

進

(花

園
左

大

臣

家

)

1

・
小

弁

(祐

子

内

親

王

家

)

1

・
後

冷

泉

院

1

・
伊

経

1

・
伊

通

1

団

西

行

6

・
斎

宮

女

御

1

・
最

厳

1

・
相

模

8

・
桜

井

尼

1

・
定

家

2

.
定

頼

2

・
讃

岐

1

・
実

方

5

・
実

定

1

・
三

条

院

1

・
慈

円

1

・
重
保

1

・
重

之

4

・
寂

然

2

・
俊

恵

1

・
俊

成

11

・
清

胤

1

・
浄

蔵

1

・
季

通

1

・
周

防

内

侍

1

・
祐

家

1

・
輔

サ

1

・
輔

親

2

・
輔

仁

1

・
輔

弘

2

・
相

如

1

・
崇

徳

院

3

・
清

少

納

言

3

・
増

基

1

國

大

弐

三
位

3

・
高

遠

1

・
孝

善

1

・
隆

頼

1

・
忠

通

5

・
忠

盛

1

・
為

政

(友

政

)

妻

1

・
為

善

1

・
大

輔

(殿

富

門

院

)

1

・
親

隆

2

・
中

将

(上

東

門

院

)

1

・
中

納

言

女

王

1

・
忠

命

2

・
長

真

1

・
長

明

1

・
経

任

1

.
経

長

1

・
経

信

5

・
定

子

1

・
道

因

3

・
道

命

3

・
登

蓮

1

・
時

房

1

・
俊

房

1

.

俊

雅

母

1

・
俊

頼

22

・
知

房

1

田

仲

実

6

・
長

実

2

・
仲

綱

1

・
長

能

8

・
仲

正

2

・
靡

1

・
成

章

1

.
二

条

院

1

・
能

因

11

・
範

永

2

困

肥

後

2

・
別

当

(皇

嘉

門

院

)
1

・
弁

乳

母

(陽

明
門

院

)

1

・
堀

河

(待

賢

門

院

)

2

団

雅

兼

2

・
匡

衡

1

・
匡

房

9

・
正

通

1

・
雅

光

1

・
参

河

1

・
道

済

2

.

道

信

3

・
道

雅

1

・
通

実

1

・
到

時

1

・
紫

式

部

3

・
以

言

1

・
元

輔

1

.
元

任

1

・
基

俊

9

・
師

頼

4

囮

保

昌

1

・
永
胤

1

・
永

縁

1

・
義

孝

3

・
好

忠

8

・
嘉

言

3

・
能

宣

4

.

義

通

1

・
能

元

1

・
詠
人

不

知

13

・
頼

家

2

・
頼

実

1

・
頼

綱

2

・
頼

時

1

・

頼

政

3

・
頼

通

1

・
頼

宗

1

序
」

良

遍

5

・
遵

緻
一1

作
者

を
中
心

に
、

そ
の
特
徴
を
考
え
る
。
大
雑
把

に
い

っ
て
、
拾
遺

集
歌
人

以
降

の
注
意
す

べ
き
歌
人

は
ほ
ぼ
網
羅
し

て
い
る
と

い

っ
て
よ

い
が
、

さ
ら
に

所
収
歌
数

の
多

い
順

に
並

べ
る
と
興
味
深

い
事
実

に
気
づ
く
。
[表
6
]
は
採
歌

歌
人
を
歌
数
別

に
編
成
し

た
も

の
、
[表

7
]
は
各
勅
撰
集

の
多

数
入
集
歌
人

で

あ
る
。

[表

5
]

で
は
百
人

一
首
歌
人

に
傍
線
を
付

し
、

[表
7
]

で
は
本
注
釈

に
和
歌

が
入

ら
な

い
も

の
を
四
角

で
囲
ん
だ
。

[表

6
]

22
首

(
1
名

)

13
首

(
2
名

)

11
首

(
2
名

)

9
首

(
2
名

)

8
首

(
3
名

)

6
首

(
4
名

)

5
首

(
4
名

)

4
首

(
6
名

)

3
首

(
15
名

)

2
首

(
19
名

)

1
首

(92

名
)

[表

7
]

後
拾
遺
集

籍和
泉
式
部

・
詠
人
不
知

俊
成

・
能
因

匡
房

・
基
俊

相
模

・
長
能

・
好
忠

赤
染
衛
門

・
公
実

・
西
行

・
仲
実

実
方

巾
忠
通

・
経
信

・
良

逞

伊
勢
大
輔

・
顕
輔

・
恵
慶

・
清
輔

・
重
之

・
師
頼

顕
季

・
花
山
院

・
兼
昌

・
兼
盛

・
公
任

・
崇
徳
院

・
清
少
納

言

・
大
弐

三
位

・
道
因

・
道
命

・
道
信

・
紫
式
部

・
義
孝

・

嘉
言

・
頼

政

(省

略
)

(省
略

)

和
泉
式
部

68

相
模

39

赤
染
衛
門
32

能
因
31

伊
勢
大
輔
26

「38「



金
葉
集

詞
花
集

千
載
集

元
輔

26

能
宣

26

道
済

22

長
能
20

公
任
19

[再
奏
本
]

俊
頼

31

経

信
26

公
実

23

顕

季
20

忠
通

15

長

実
14

顕
輔
14

行
尊
13

永
縁
10

閥

凹

雅
光
8

好
忠

17

和
泉
式
部
16

匡
房
14

俊
頼

11

花
山
院

9

道
命

9

赤
染
衛
門

9

能
宣

8

崇
徳
院

7

(
精
撰
本

4
)

忠

通
7

顕

輔
6

俊
頼

52

俊
成

36

基
俊

26

崇
徳
院

23

俊
恵
22

和
泉
式
部
21

清
輔

20

道
因

20

円
位

18

匡
房

17

実
定
16

兼
実
15

季
通

15

堀
河
15

顕
輔
14

頼
政
14

圏

廟
團

公
任
11

園

四

國
囮

こ
の
二
表
か
ら
、
本
書

に
多
く
注
釈
さ
れ
る
作
者

は
各
勅
撰
集

で
も
多
数

の

入
集
を

は
た
し

て
い
る
歌
人

で
あ
る

こ
と
が
知

ら
れ

る
。
本
書

で
の
採
歌
歌
数

は
勅
撰
入
集
歌

の
多
少

に
み
あ

っ
た
数

に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
本

書
は
注
釈

の
対
象

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
勅
撰
集

の
代
表
的
歌
人

の
和
歌
を
多
く

抜
き
出
し

て
い
る

こ
と
が
確

認
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

こ
の
点

で
、
各
集

の
特
色

を
よ
く
保
存
し
て
い
る
と
い

っ
て
も
よ

い
。
当
然
な
が
ら
歌
数

の
多
い
歌

人
は

ま
た
百
人

一
首
歌
人

と
多
く
重
な

る

(義
孝

・
兼
昌

の
三
首
が
そ

の
勅
撰
集

入

集

歌
数

に
比
し

て
多

い

こ
と
は
既

に
述

べ
た
)
。
各
集

の
入
集
が
多

い
歌
人

は

和
歌

を
引

か
れ
る
可
能
性
も
高

い
わ
け

で
、
本
注
釈

の
傾
向

が
勅
撰
集

の
歌
人

構
成

に
通

じ
る
の
は
当
然

の
結
果
と

い

っ
て
よ

い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
難
解

歌

の
解
読
を
専
ら
と
す

る
も

の
で
あ
る
な
ら

こ
れ
ほ
ど
の

一
致

は
み
な
い
の
で

は
な
か

ろ
う
か
。
難
解
な
和
歌
は
必
ず
し
も
秀
歌

で
は
な
く
、
集

の
代
表
的
歌

人

に
よ

っ
て
多
く
詠
ま
れ
る
も
の

で
も
な
い
か
ら
で
あ

る
。
前
節

で
想
定
し
た

歌
仙
秀
歌
撰
的
性
格

を

こ
こ

で
も
み
る
こ
と

が
で
き

る
。
注
釈

の
目
標
が
難
解

な
語

や
難
解
歌

の
解
釈

だ
け

に
あ

る
の
で
は
な
く
、
広
く
秀
歌
評
釈
を
皆

い
、

代
表
的
歌
人

の
和
歌

に
ふ
れ

る
と

い

っ
た

こ
と

に
も
置
か
れ
て
い
る
と
想
像

さ

れ

る
の
で
あ
る
が
、
な
お
具
体
的
な
事
例

に
即
し
て
次
節

で
考

え
た
い
。

四

本
書

の
基

調
は
概

ね
次

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
詞
花
集
は
比
較

的
古
注

に

恵

ま
れ
て
い
て
比
較

の
便

が
あ

る
の
で
、
本
書

の
詞
花
集
部
分

の
冒
頭
を
例

に

あ
げ

る
。
現
存

の
ど

の
注
と
も
異
な
る
注

で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

一塾
一九
二

一
九
一二

詞
花
集

抄
出

春
部

春
立

こ
ゝ
ろ
を

大
蔵
卿
匡
房

氷

ゐ
し
し
か

の
か
ら
さ
き
打

と
け
て
さ

ゝ
波

よ
す

る
春
風

そ
ふ
く

巻
頭

の
寄

な
れ

は
た
け
た
か
き
寄
也
春
風
氷
を
と
く
と

い
ふ
本
説

の
よ
せ
也
氷
と

け
水

に
さ

ゝ
波

の
よ
す

る
躰
也

ふ
る
さ
と
は
春
め
き

に
け
り

み
よ
し

の
ゝ
み
か
き
か
は
ら

に
霞

こ
め
た

り

か
き
と

い
ふ
よ
り

こ
め
た
り
と
よ
め
る
也

春
め
き
に
け
り
春

め
く

霞
も
立
春
の
来
る
よ
し
也
古
郷
よ
し
の
～
ふ
る
さ
と
也

躰
也

。
み
か
き
か
は
ら
も
よ
し
野

に
あ
り

雪
き

え
は
ゑ
く

の
わ
か
な
も

つ
む

へ
き
に
春

さ

へ
は
れ
ぬ
み
山

へ
の
さ

と

雪
き
え
な
は
わ
か
な
を
も

つ
ま
ん
と
お
も

ふ
に
み
山

は
春
も

」

52
オ

は
れ
く

し
か
ら
す
雪

の
ふ
る
躰
也

ゑ
く
と

は
芹

の
わ
か
も
え
な

一39一



一九四
一碁

り

し
ら
雲
と
見

ゆ
る
に
し

る
し
御
吉
野

の
よ
し

の
ゝ
山

の
花

さ
か
り
か
も

し
ら
雲
花

の
雲
な
り
よ
し

の
に
し
ら
雲

の
こ
と
く
に
見

ゆ
る
は
花

の
さ
か
り
か
と
也
か
も
と
は
う
た
か
ふ
心
也

又
か
な
と
い
ふ
心

に

よ
め

る
寄
多
か
る

へ
し

遠
山
桜

九
重

に
立
し
ら
雲
と
見
え

つ
る
は
お
ほ
内
山

の
さ
く
ら
な

り
け
り

大
内
山
仁
和
寺
山

の
上
也

大
内
と
は
禁
中

を
い

へ
は
禁
中

の
事

に

よ
そ

へ
て
よ
め
る
也
又
大

内
を
は
九
重
と
も

い

へ
は
山

の
名

に
応

し

て
さ
く
ら
も
九
重

に
さ
く
か
と
也

」

52
ウ

本
書

の
注
釈

は
専

ら
歌
意

の
説
明

を
す
る

こ
と

で
終

る
。

過
剰

な
深

い
読

み
、
た
と
え
ば
中
世
的
思
想

や
仏
教
的

な
も

の

へ
の
附
会
な
ど
は
せ
ず
、
歌
意

の
平
易

な
解
説

を
中

心
と

し
、
実

作

の
手

引
や
心
得

な
ど

は
書

か
れ
な

い
と

い

っ
た
傾
向

で
あ
る
。
簡
略

だ
が
要
を

つ
く
し

て
い
る
と

い

っ
て
も
よ
い
。

た
だ
、
全
般
的

に
こ
う
し
た
簡
略
な
叙
述
だ
が
、
そ

の
中

に
も
、

こ
こ
に
は

み
ら
れ
な
い
が
、
特

に
短

い
注
と
長

い
注
が
混
在
し

て
い
る

こ
と
に
注
意

し
た

い
。

た
と
え
ば
注
と
し

て
は
き
わ
め

て
短

い
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。

二九
七

二
9
二

霜

さ
え

て
か
れ
行
を

の
ゝ
岡

へ
な
る
な
ら
の
葉

ひ
ろ
に
霰

ふ
る
也

冬
か
れ

の
岡
辺

の
な
ら

の
葉

に
霰

の
さ
ひ
し
き
躰
也

独
居

て
な
か
む
る
宿

の
荻

の
は
に
風

こ
そ
わ
た
れ
秋

の
夕
く
れ

ひ
と
り
ゐ
の
宿

を
は
風

の
み
音

つ
れ

て
人

は
と
は
ぬ
よ
し
也

三
三

三
四
三

七
夕

に
か

し

つ
と
お
も

ひ
し
あ
ふ

こ
と
を
そ

の
よ
な
き
名

の
立

に
け
る

か
な

あ

ふ
こ
と
を
七
夕

に
か
し

て
我
は
あ
は
ぬ

に
な
き
名

の
立

ぬ
る
事

よ
と
也

す
み
わ

ひ
て
身
を
か
く
す

へ
き
山
里
に
あ
ま
り
く
ま
な
き
よ
は
の
月

か

な

身
を
か
く
す

へ
き
く
ま
も
な
く
月

の
さ
や
か
な
れ
は
あ

ま
り
く

ま

な
く
す
め
る
月
か
な
と
よ
め
り

そ
れ

に
対

し

て
、

三
二
四

た
の
め
こ
し
の

へ
の
道
し

は
夏

ふ
か
し

い

つ
く
な
る
ら
ん
も
す

の
草
く

き

も
す

の
草
く
き
と

は
虫
を
と
り

て
も
す

の
木

に
さ
し
を
く
を
い
ふ

也
又
霞
を

い
ふ
説
あ
り
不
用
也
む
か
し
あ
る
お
と

こ
女

に
行
合

て

女

の
家
を

い

つ
く
そ
と
と

ひ
し

に
も
す

の
な
く
と
を
り
な
る
よ
し

を
し

へ
し
也

の
ち

に
た

つ
ね
行

し
か
と
女

の
家

に
た

つ
ね
あ

は
ぬ

と
也
そ
れ
よ
り
も
す

の
草

く
き
を
は
道

の
し
る

へ
と

い
ふ
也
此
歌

の
心
も
た

の
め
を
き
し
人

の
も
と

へ
ゆ
か

ん
と
お
も

へ
は
夏
草
し

け
り
草

く
き
も
見
え
ね
は
い

つ
く
な

る
ら

ん
と
草
く
き
を
た

つ
ぬ

る
心
也

春

さ
れ
は
も
す

の
草
く
き
見
え
す
と
も
我
み
や
ら
ん

の

君

か
あ

た
り
を

の
よ
う
な
比
較
的
長

い
注
が
混
在
し

て
い
る

の
で
あ
る
。
短

い
注

は
殆

ど
何

も

一40「



述

べ
て
い
な

い
。
単
な
る
い
い
な
お
し

で
、

そ
れ
も

ほ
と

ん
ど
改
め

て
注
す

る

必
要

の
感
じ
ら
れ
な
い
程
度

の
も

の
と

い
え
る
。
長

い
注

は
和
歌
が
ふ
ま
え

る

故
事

を
丁
寧

に
説
明
し

て
い
る
と

い
え

る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
二
者
は
態
度

が
異

な
る
の
で
、

そ
れ

は
目
的
が
異
な

る
こ
と

に
よ

る
の
で
あ
ろ
う
。

前
者

の
よ
う
に
歌
意
を
平
易

に
い
い
な
お
す

こ
と
は
、

先
に
述

べ
た
が
、
本

書

の
基
本
的
な
方
針

で
あ
る
よ
う
だ
。
も
う
少
し
長
く
、

い
い
な
お
し
だ
け
に

終

っ
て
い
な

い
注

で
も

こ
れ
は

よ
く
守
ら
れ

て
い
て
、
き

わ
め

て
多

く

の
注

に
、
心
也
、
と
也
、
と
そ
、
よ
し
也
、
躰
也
、

と
い

っ
た
形

で
和
歌

の
大
意
な

い
し
そ

の
趣
向
が
簡
略

に
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
結
局
た

い
し

て
有
効
と

も
思
わ
れ
な

い
い

い
か
え
に
終

っ
て
い
る
、

い
い
か
え

の
た
め

の
い
い
か
え

に

す
ぎ
な
い
注
は
な
ぜ
必
要

と
さ
れ

た
の
で
あ

ろ
う
か
。

後
者

は
注
釈

ら
し
い
注
釈
と

い
え
る
が
、

こ
の
長

い
注
を
付
さ
れ

て
い
る
歌

人

の
う

ち
、
特

に
仲
実
と
師
頼

に
注
意
し

て
み
た

い
。
前
節

の

[表

5
]
[表

6
]

で
、
他
歌
人

に
く
ら

べ
や
や
特
異
な

の
が
、
仲
実
と
師
頼

で
あ
る
。

い
ず

れ
も

[表

6
]

に
入
ら
ず
、
百
人

一
首
歌

人

で
も
な

い
が
、
仲
実

は
六
首
、
師
頼

は

四
首

の
和
歌
が
み
ら
れ
る

の
で
あ
る

(金
葉
集
初
出
歌
人

で
あ
る
か
ら

三
集

で

の
数
と

い
う

こ
と
に
な
る
)
。

[表

5
]

の
師
頼

ま
で
の
歌
人

に

つ
い
て
、
そ

の

後
拾
遺
集
か
ら
千
載
集

ま

で
の
総
入
集
歌
数

の
う
ち

の
本
書

の
歌
数
を
百
分
率

に
し

て
み
る
と
、

き
わ
め

て
多

く
の
入
集
歌
が
あ

る
和
泉
式
部
な
ど
は
別
格
と

し

て
、
多
く

の
上
位
歌
人

は
、

ほ
ぼ
二
○

パ
ー
セ

ン
ト
内
外

で
あ

る
の
に
、
仲

実
は
六
○
パ
ー
セ

ン
ト
、
師
頼

は
四
〇

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
、
前
節

で
述

べ
た
本
書

が
勅
撰
集

の
代
表
的
歌
人

の
詠
を
多
く
と
る
と

い

う
傾
向

か
ら
は
ず

れ
て
い
る
と

い

っ
て
よ

い
。

そ
こ
で
、
そ

の
注
を
み
る
と

こ

の
二
人

の
和
歌

へ
の
注

は
詠

み
こ
ま
れ

て
い
る
注
す

べ
き
語

へ
の
注
と

い

っ
た

性
格

が
強

い
。

そ
れ
が
比
較
的
多
く
詠
が
み
ら
れ
る
理
由

で
あ
ろ
う
。

た
と
え

ば
次

の
よ
う
な
例

で
あ
る

(傍
線

は
筆
者

に
よ
る
。
以
下
同
)
。

三
三三

ま
ふ
し
さ
す
賎

お
の
身

に
も
た

へ
か
ね

て
鳩
ふ
く
秋

の
声
た

て

つ
也

ま
ふ
し
と

は
し

つ
と

い
は
ん
た
め
也
鹿
な
と
を
と
る
時
柴

を
き
り

た
て
か
く
れ
を
す

る
事
也
鳩
ふ
く
と
は
鳩

の
ま
ね
を
す

る
事
也
是

も
声
た

て

つ
と

い
は
ん
た
め
也
し

つ
の
心
な
き
身

に
も
恋
ち

ゆ

へ

は
声
を
た

て
ゝ
う
ち
な
く
よ
し
也

こ
れ
ら
は
平

安
期

以
来
注

釈
が

つ
づ

け
ら
れ

て
き

た
語

で
あ

っ
て
、
本
例
も

や
は
り
そ

の
伝
統

を
継

ぐ
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
な
お
、
仲
実
歌

で
は
、

一五
二
「
は
し
紅

葉
」
、

一美

「
し
な
か
と
り
ゐ
な

の
ふ
し
は
ら
」
、
二
茜

「
野
中

の
清

水
」
、
二八
六
「
ひ
く
ら
し
」
、
二
九
三
「
水

の
み
わ
た
」、
と

い
ず
れ
も
同
様

の
語
が
注

さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
注

に
価
す
る
と
思
わ
れ
た
た
め
比
較
的
多

く
の
和
歌

に
目

が
向

け
ら
れ
た

の
で
あ

ろ
う

(前

記
一九
三
歌

の

「
ゑ
ぐ
」
も
そ
う
し
た
語

で

あ

る
)
。
師
頼
歌

で
は
、
西
五
は

「古

の
な

に
は
の
事
」
、
一八
四
「
あ
さ
か

の
ぬ
ま
」
、

三
吾

「
く
め

の
岩
橋
」

の
よ
う

に
故
事

の
解

説
が
主

で
あ
り

(
二窪

の
み
簡
単
な

歌
意

の
解
釈
)
、
同
様

に
解
釈

さ
れ
る
。
前

記
の
三
二
四
は

「
も
す

の
草
く
き
」
が

同
様

の
例

で
あ
る
た
め
な
さ
れ
た
注
釈

で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対

し

て
、
短

い
注

の
場
合
、
注
付

よ
り
そ
の
和
歌
を
採

る
こ
と

に
主

た
る
目
的
が
あ
る

の
で
は
な
い

で
あ

ろ
う
か
。
秀
歌
と

い
う
基
準

で
和
歌
を
抜

き
出

し
た
場
合
、
時
と

し
て
注
釈
と

い
う

ほ
ど

の
解
説
を
要
し
な

い
も

の
が
採

ら
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ

っ
て
、
本
書

が
こ
の
よ
う
な
形
態

で
あ
る
が
た
め

に
、
そ
れ
ら
に
も

一
様

に
注
す

る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
ら
が
短

い
注

に
な

っ
た

の

で
あ
ろ
う
。
常
識
的
だ

が
、
短

い
注

の
場
合
、
和
歌
を
と
る

こ
と

に
主
眼
が

あ

り
、
長

い
も

の
は
注
を
す

る
こ
と

に
主
眼
が
あ
る
。

こ
の
特
徴
は
、

秀
歌

を
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採

る
こ
と
と
、
難
解
歌

の
注
を
す

る
こ
と
が
同
時

に
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
あ

ら
わ
れ
と
考

え
て
よ
い
と
思

わ
れ

る
。
「
抄
出
」
と

い
う
端
作
り
は
そ

の
性
格

を

暗

示
す
る
。
秀
歌
撰
的
な
性
格
を

こ
こ
に
も
み
る

こ
と
が

で
き
る
が
、

一
方

で

正
統
的

な
注

釈
ら
し
い
注
釈

が
み
ら
れ

て
、
複
眼
的
な
視
点
を
持

つ
注

で
あ
る

こ
と
に
注
意

し
た
い
。

五

こ
れ
ま

で
述

べ
得

な
か

っ
た
注

の
記
述
内
容

に
み
ら
れ

る
特
徴
を

い
く

つ
か

指
摘
し

て
お
く
。

和
歌

の
評
価

に
あ
た

っ
て
は
、

「
お
も
し
ろ
し
」
、

「
た
け
た
か

し
」
、
「
艶
」
、

な
ど

の
語
が
み
ら
れ
る
が
、
数
例

に
か
ぎ

ら
れ
、
し
か
も
先
行

の
言
説

の
引
用

と
思
わ
れ
る
も

の
が
多

く
、

こ
う
し
た
姿

や
景
気

に
言
及

し
て
の
総
合
的
な
評

価
を
加
え
る

こ
と
を
し
な
い

の
が
基
本
的
な
あ

り
か

た
で
あ

る
。

そ
れ

に
対
し

て
、
表
現
技
法

の
指
摘
は
か
な
り
多

い
。
類
別
す

る
と
、
本
歌
、

本
説

の
指
摘

(本
歌

の
指
摘

に
あ
わ
せ

「
一
重
」
の
語
を
用

い
る
も

の
が
あ

る
、

ま
た
本
説

の
指

摘
に

「
よ
せ
」

の
語
を

用
い
る
、

た
と
え
ば
前
記

究
一番
歌
)
、

縁
語

の
指
摘

(
「
え
ん
」、

「
…
…
よ
り
…
…
と
よ
む
」
な
ど
、
例
え
ば
前
記

一九
二

番

歌
)
、
掛
詞

の
指
摘

(「
た
ち

い
る
」
を
用

い
る
こ
と
が
多

い
、
他

に

「
か
く
」
、

「
そ
ふ
」
、
「
か
ぬ
」

な
ど
)
、
序
詞

の
指
摘

(多
く

「
…
…
と

い
は
ん
序
也
」
、

「
…
:
と

い
は
ん
た
め
の
序
也
」

の
形
式
)
、
比
喩

の
指
摘

(「
よ
そ
ふ
」
を
多

く
用

い
る
、
他

に

「下

の
心
」
、
「
ふ
く
む
」
)
、
と

い

っ
た
形

で
指
摘
し

て
い
る
。

技

法
に

つ
い
て
は
、

か
な
り
丁
寧

で
わ
か

り
や
す

い
解
説

で
あ
る
と

い

っ
て
い

い
で
あ
ろ
う
。

先
行
説

の
引

用
は
少
な

い
。
引
用

は
、
五
番
歌

に

「
経
信

の
い
は
く
」
、
二
蓋
歌

に

「定
家
卿

い
ひ
お
き

た
ま

へ
り
」
、
三
九
歌

に

「宗
祇

の
説

に
は
」
と
、
経
信

、

定
家
、
宗
祇

の
名
が

み
え
る
ほ
か
、
書
名
を
記
さ
ず
、
「
伊
勢
物
語
」
、
「源
氏
物

語
」
、
「
(伝

為
相
筆
本
)
好
忠
集
」
を
引

い
て
い
る
。
ま

た
、
特
定

で
き
な
い
が
、

「
と
そ
」
、

「
い

へ
り
」
、
「
説
」

の
よ
う

に
先
行
説
を
う
け
る
も

の
が
あ
る
。
経

信
説

は
お
そ
ら
く

「難
後
拾
遺
抄
」
と
思
わ
れ

る
が
、
そ

の
意
を
取

っ
て
紹
介

し

て
お
り
、
定
家
、
宗
祇
も
同
様

で
、

ほ
と

ん
ど
出
典

の
断
定

に
迷
う
ほ
ど

に

い
い
か
え

て
、
正
確

な
引
用
を
し
な

い
よ
う

で
あ
る
。

お
そ
ら
く
理
解

し
や
す

さ
が
第

一
に
考
え
ら
れ

て
こ
う
し
た
配
慮
を
し

て
い

る
も

の
で
あ
ろ
う
。
内
容

に
道
統
意
識

や
説

の
普
及
を
図

る
よ
う
な
と

こ
ろ

は

み
ら
れ
ず
、
初
歩

の
者

の
鑑
賞
本
位

に
書
か
れ

た
と

い

っ
た
感
が
あ

る
。

山
ノ、

 

以
上
、
本
書

の
概
要

を
紹
介

し

つ
つ
そ
の
性
格

に

つ
い
て
述

べ
た
。
本
書

の

注
釈

に
は
、
百
人

一
首

歌
あ
る
い
は
著
名
歌
人

の
和
歌

へ
の
注
、
注
を
付
し

て

の
秀
歌

の
紹
介
、
難
解
歌

や
難
解

な
歌
語
を

ふ
く
む
和
歌

の
読
解
、

の
三

つ
の

レ
ベ
ル
が
混
在

し

て
い
る
。
注
釈

の
側

か
ら
い
え
ば
、
勅
撰
集
注

に
秀
歌
撰
、

歌
仙
秀
歌
撰

の
意
識

が
混
入

し
、

そ
れ
が
注
釈
と
し

て
平
易
な

こ
と
ば

で
簡
潔

に
享

受
者

に
示
さ
れ
て
い
る
の
が
大
き

な
特
徴

で
あ

る
。

し
か
も
、
そ
の
背
景

に
、
院
政
期

の
勅
撰
集
群
と

い
う
、
三
代
集
、
新
古
今

集

に
く
ら

べ
親

し
む
こ
と
が
少

な
か

っ
た
で
あ

ろ
う
撰
集

へ
の
関
心
を
う
か
が

わ
せ
、
古
注
に
恵

ま
れ

て
い
な
い
勅
撰
集

へ
の
注
付

へ
の
興
味
が
生
じ

て
い
る

点
、

そ
う
し
た
意
識

が
江
戸
中
期
頃

に
持
た
れ
た
と

い
う

こ
と
を
改
め

て
注
意

し

て
お
き
た
い
。

そ
の
著
者

や
享
受
者

に

つ
い
て
は
明
徴
が
な

い
。

こ
れ

に

つ
い
て
も
考

え
を
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示
す

べ
き
だ
が
今

の
筆
者

に
は
手

に
あ
ま

る
問
題

で
あ

る
。
ま
た
、
前
記
し
た

レ
ベ
ル
の
混
在

は
、
あ
る
部
分

で
は
近
世
的
な
も

の
と
前
述

の

「も
す

の
草

く

き
」
な

ど
の
説
話

に
代
表
さ
れ
る
中
世
的
な
注

の
混
在
と
い

い
か
え
る

こ
と
も

で
き

る
。

こ
う
し

た
混
在
が
江
戸
中
期
と

い
う
時
点
で
な
ぜ
可
能

で
あ

っ
た
の

か
も
大
き
な
問
題

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
た
と
え
ば
な
ぜ
八
代
集
抄

の
磐
が

み
ら

れ
な

い
の
か
と

い
う

こ
と
な
ど
、
本
書

の
成
立
時
点

の
不
明
瞭

さ
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
な
お
本
書

の
み

の
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
、
八
代
集
抄

や
広
く

は
近

世
期

の
注
釈

の
問
題
と
し

て
も
考

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

そ
の
他

い
う

べ
き
事
も
多

い
が
、

い
ず
れ
も
よ
り
広

い
視
野

か
ら
の
検
討
を
要
す

る
で
あ

ろ

う
。
今
は
す

べ
て
後
日
を
期

し
た
い
。

注

注
1

本
書
は
金
葉
集
を
再
奏
本

に
よ

っ
て
い
る
。

以
下
本
稿

で
は
す

べ
て
再
奏
本
を
用

い
る
。

注
2

な
お
、
二
箇
所

の
歌
順
に
相

違
が
あ
る

(数
字
は
本
書

の
和

歌
の
通
し
番
号
、
括
弧

内
は
新
編

国
歌
大
観
番
号
)
。

①

二
四
五

(詞
花
三
七

二
)

・
二
四
六

(詞
花
三
六
六
)

・
二
四
七

(詞
花

三
七
三
)

②

三
二
三

(千
載
七
九
九
)

・
三

二
四

(千
載
七
九
五
)

詞
花
集

は
非
常

に
伝
本

が
多

く
、

歌

の
出
入
り
や
歌
順

の
相
違
が
多

い
集
だ
が
、

こ

の
よ
う
な
相
違

の
あ

る
伝
本

は
今

の
と

こ
ろ
報
告
さ
れ

て
い
な

い
。

千
載
集
は
、

久
保

田
淳

・
松
野
陽

一

『千
載
和
歌
集
』

に
よ
れ
ば
、

三
二
四
が
龍

門
文
庫
本
頭
注

に

「
後

入
」
と
あ
る
由

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
い
ず
れ
も
依
拠
し
た
伝
本
に
由
来
す
る
異
同

と
考

え
て
よ
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

少
な
く
と
も
勅
撰
集
か
ら

の
直
接

の
抜
き
出
し
を
否

定
す
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
で
あ

ろ
う
。

作
者

表
記
に
は
二
種
類

の
書
き
方
が
認
め
ら
れ
、

い
わ
ゆ
る
歌
仙

に
相
当
す
る
作

者

は

「俊
頼
」
「俊
成
」
の
よ
う
な
表
記

で
あ

る
こ
と
が
多

い
が
、
西
行

は
詞
花
集

で
は

「読

人
不
知
」
、
千
載
集

で
は

「
円
位
法
師
」
と
、
原
勅
撰
集

の
ま
ま

で
あ
る
。
歌
仙
的

な
作

者

で
な
い
場
今口
や
巻
頭
な
ど

は
そ
の
勅
撰
集

の
表
詔

そ
の
ま
ま

で
あ

る
こ
と
が
多

ハ
。

ま
た
、

六
〇

か
た

/
＼

の
お
や

の
お
や
と
ち

い
は
ふ
也

こ
の
子
の
ち
よ
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

お

や
の
お

や
は
お

ほ
ち
也

子
の
子
は
む
ま

こ
也

む
ま
子
を
お

ほ
ち

の
千
秋
万

歳
と

い
は
ふ
よ
し
也

大
江
嘉
言

六
一

君
か
代

は

つ
き
し
と
そ
お
も
ふ
神
風

や
み
も
す
そ
川

の
す

ま
ん
か
き

り
は

の
部
分
は
、

後
拾
遺
集

の
前
歌

の
作
者
を
誤

っ
て
書

い
た
も
の
で
、

初
句

が
同

じ
で
あ

る
た
め

の
目
移
り
と
思
わ
れ
る
。

注
3

詞
書
と
作
者

の
表
記
は
き
わ
め
て
恣
意
的

で
、

省
略

や
簡
略
化

さ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
詞
書
と
作
者
名
が
あ
れ
ば
説
明

の
要
の
な
い
は
ず
の
注

が
い
く

つ
か
み
ら
れ

る
。

た
と
え
ば
、

(左
京
大

夫
顕
輔
、

加
賀
守

に
て
く
だ

り
侍
り
け

る
に
い
ひ

つ
か
は
し
け
る

/
源
俊
頼

朝
臣
]
)

二
葛

よ
ろ

こ
ひ
を

く
は

へ
て
い
そ
く
旅
な
れ

は
お
も

へ
と
え

こ
そ
と

ゝ
め
さ
り
け
れ

是

は
か

ゝ
の
国

へ
行
人

に

つ
か

は
し

た
る
寄
也
加
賀

と
は
よ
ろ

こ
ひ
を
く
は

ふ
る
と
い
ふ
字

の
心
な
れ

は
と

ゝ
め
ま

ほ
し
け
れ

と
と

ゝ
め
ぬ
よ
し
也

く
は

へ
て
は
か
さ
ね
て
の
心
也

の
よ
う
な
も
の
や

(括
弧
内
を
詞
花
集
か
ら
補

っ
た
)
、
作
者
名
や
詠
作
事
情

を
記
す
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
抜
き
出
し
と
注
付

を
別
人

が
お
こ
な

っ
た
の
で
は
な
く
、
抜
き

出
し
た
時

に
既
に
詞
書
、

作
者

の
む
ら
が
あ

っ
た

の
で
注
を
付
す
と
き

に
必
要

に
な

っ

て
し
ま

っ
た
も

の
と
考

え
る
こ
と
が

で
き
る
。

注
4

公
任

の
拾
遺
集
歌

が
千
載
集

に
重
出
す

る
の
で
こ
れ
を
含
め

て
数
え
る
。

注

5

「詠
人
不
知
」
の
う
ち
、

四
○

(後
拾
遺

二
六
五
)
は
光
源
、
二
四
六

(詞
花

三
七

二
)
は
西
行

の
詠
だ
が
、
勅
撰
集

の
表
記

の
ま
ま

「詠
人
不
知
」
と
し

て
数
え
た
。
以
下

も
同
様

で
あ

る
。

注

6

『勅
撰
集

付
新
葉
集

作
者
索

引
』

に
よ
る
。
金
葉
集

は
再
奏
本
。
連
歌

・
異
本

歌

・
後
出
歌
を
除
く
な
ど
、
若
干

の
補
訂
を
し
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。

注
7

同
じ
こ
と
は
後
出

の

口表

7
]
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

注

8

百
人

一
首
歌
人

の
他
、
定
家
が

二
首
、
家
隆

が

一
首
、
そ
れ
ぞ
れ
千
載
入
集
歌

を
注
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釈

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

こ
の
た
め

で
あ

ろ
う
。

注

9

百
人

一
首
歌
や
定
家

の
詠

へ
の
注
が
概
し

て
短

い
こ
と
も
同
じ
理
由

に
よ
る
。

注

10

複
眼
的
な
採
歌
基
準

に
別
人

の
採

歌
と
注
付
を
想
定
す

る
こ
と
も
可
能

で
は
あ

る

が
、
同

一
人
物
と
考
え
る

の
が
自
然

で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

注

11

風
体

で
は
な
く
、
景
物

に
対
し
用
い
ら
れ
た

「
お
も
し
ろ
し
」

は
多

い
。

注

12

定
家
説
は

「愚
見
抄
」
、
宗
祇
説

は
百
人

一
首

・
詠
歌
大
概

の

「宗
祇
抄
」
と
推
定

し

て
比
較
し
た
。
な
お
、
顕
昭

の
諸
注
や

「
八
代
集
抄
」
と
は
関
係
を
持
た
な

い
よ
う

に

思
わ
れ
る
。

注
13

他

に
も
、

勅
撰
集

に
対

し
て
か
な
り
の
独
自
異
文
を
持

つ
こ
と
、

さ
ら

に
誤
り
と

思
わ
れ
る
本
文

(な
い
し
特

異
な
本
文
)
を
注

の
対
象

に
し

て
い
る
も

の
が
あ

る
こ
と
、

詞
書
と
作
者
名
の
省
略

の
問
題

(注
3

に
記
し
た
)、
引

用
の
初
歩
的
な
誤
り
、
な
ど
が

み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
注
意

す
べ
き
問
題

で
あ

る
。

本
書

の
閲
覧
を
許

さ
れ

た
九
州
大
学
附
属
図
書
館

に
謝
意
を
表
す
る
。

本
稿

は
、

一
九
八
九
年
九
月

一
六

日
の
第
七
三
回
古
典
談
話
会

で
、
「支
子
文

庫
本
勅
撰
和
歌
集
抄
注

に

つ
い
て
」
と
し

て
口
頭

で
発
表
し
た
も
の
の

一
部

で

あ

る
。

そ
の
折
多
く

の
助
言
や
示
唆
を

い
た
だ
い
た
。

ま
た
、

工
藤
重
矩
氏

に

は
後

日
懇
切
な
書
信
を

い
た
だ
き
新

た
な
資
料

を
示

し
て
い
た
だ

い
た
。
記
し

て
謝
意
を
表
し
た
い
。

な
お
、
本
書

を
見
出
す

き

っ
か

け
を
作
り
、
ま
た
種

々

便
宜
を

は
か

っ
て
い
た
だ

い
た
田
坂
憲

二
氏
、
発
表

の
機
会

を
与
え

ら
れ
た

『
語
文

研
究
』
編
集
部

に
お
礼
申
し
上
げ

る
。
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